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巻頭言

より近く㸪より㐜く㸪よりᐶᐜに

山口　邦雄（やまぐち　くにお）
都市・建築計画学研究グループ

ᤵ業ってなんでしょうか

李　雪（り　せつ）
都市・建築計画学研究グループ2

　今回、専門外ではあるが、『閉じてゆく帝国と逆説の
21世紀経済』水野和夫著に触発され、考えてみた。

 㛢じる㸽ە
　まず、専門の話との関連。
　都市計画の母と言われ、住宅地開発や震災復興の際に
多く使われてきたものに土地区画整理がある。宅地需要
の増大が前提となって制度設計された事業手法である。
しかし、現在はマイナスの需要、つまり空き地・空き家
の発生が常態化し、その前提が成立しない。結局、こう
した事業は上手く機能しないし、マイナス需要下におけ
る将来都市像も自ずと異なってくる。市街地では宅地か
ら農地・緑地に還っていく現象が発生しており、かつて
期待をこめて描いた拡大志向の都市像はコンパクト志向
の都市像へと【閉じ】つつある。但し、悲観的な都市像
ではない。Green＆Smart Wellnessなコンパクトシティ像
へ、である。
　㏫ㄝ㸽ە
　さて、著者の水野は、資本主義は「中心」と「周辺」
から構成され、「周辺」を広げることにより「中心」が
利潤を得て資本の自己増殖を推進していくシステム、と
説明する。そして、グローバリゼーションの徹底により
地理的空間の市場拡大は限界にきており、新たに創設し
た電子・金融空間もいずれ限界に達するだろうと指摘し
ている。その証左がゼロ金利であり、投資先がないとい
う資本主義における異常事態の発生である。
　確かに外食チェーンは閉店時間を早め、宅配便業界は
時間指定配達を縮小する方向で見直し、コンビニ店は、
1,000世帯あたり1店舗と飽和状態である。「成長を追い
求めれば追い求めるほど、民間企業は巨大な損失を被り
国家は秩序を失ってしまう。」という【逆説】の言葉に
は考えさせられる。
ポスト近௦システムの展ᮃە
　では、こうした状況下で、如何なる展望があるのか？
世界的には英国のEU離脱や米国トランプ政権の誕生、我
が国ではエネルギー自給やスローフード、若者の地方へ
の移住の動きといった「閉じ」と「逆説」の進行を踏ま
えながら、水野は、「より遠く、より早く、より合理的
に」に集約される近代の理念が、ポスト近代では「より
近く、より遅く、より寛容に」にとって変わられること
で展望を見出そうとしている。もちろん、一気には変わ
らないのだが。この本を読みつつ、都市計画も、行きつ
戻りつはありつつ、最終的には「より身近で、より段階
を踏まえ、より多様性を許容できる」
像とシステムを備えたものになってい
くだろうと予感している。

　　先日、１日半をかけて大学のFD企画を参加しました。

　今回のテーマは「授業運営」でした。授業というのは新し

　い知識を学ぶ場であることが通常に認識されますが、今年

　の４月から大学の教員になった私はFD企画で授業デザイン

　と成績評価シートの作成を実際に作ってみたところ、初め

　て教える立場で「授業ってなんでしょうか」という素朴な

　疑問が頭に浮かびました。そして、小学生６年間、中学生

　３年間、高校生３年間、大学生４年間、それに日本の大学

　院在学する６年間。長い学生時代の中でどんな授業が好き

　だったのかを自問した。

　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　

　　興味のある授業でしょうか。アクティブな先生が教えて

　くれる授業でしょうか。新しい知識がびっちり並んでいる

　授業でしょうか。確かに小さい頃、真面目だった私は学習

　負担が少し大きめで授業の後に頭が少し疲れた感じが好き

　でした。では、大学３年生の時に出会ってからずっと大好

　きで現在の研究分野ともなっている「民家と集落」の授業

　はきっと内容パンパンだったであろうと思われませんか。

　残念ながらそうではありませんでした。

　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　

　　十数年前の中国の建築学分野では、民家と集落への関心

　があまり高くなかったため、専門とする先生も少ない状況

　でした。最初に授業で民家のことを教えてくれた先生は建

　築計画を専門とする先生で、授業内容はほとんど旅行先の

　写真を見せながら自分の感想を述べていただけでした。民

　家についての説明は風土や伝統的な技術からではなく、ほ

　とんど設計の視点からでしたが、授業の最後に必ず「以上

　は僕の観点なので、君らは何か疑問があればぜひ図書館で

　調べてみてください」と言いました。当時の私は授業内容

　が面白いと思ってましたが、やはり内容不十分と感じてい

　たため、いつも不満を持って授業後に図書館に行ってまし

　た。その時から自分がずっと民家と集落に興味が持ってい

　ました。

　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-　-

　　自分が教えている内容の面白さと教える熱意に同感して

　くれる学生がいらっしゃるなら、授業の意義も存在する気

　がしますが、「授業ってなんでしょうか」についてはしば

　らくの間は答えられません。答えられる

　までまた十数年かかるかもしれませんが

　これから授業を持ちながら考えていこう

　と思っています。



グローバル化人材育成プログラム

　研究活動　

アドバンスド自主研究

M1　小島 寛之

M1　小島 寛之

B3　中嶋 洸太

URPS へ変更しました
★前回の N.L. でご案内したように， 研究室の統合再編により
ニュースレターのタイトルは 「UAEL」 から 「URPS」 へ変更と
なりました。 お約束どおり， 新たな体制でお届けします。

　「数値データを用いた都市間比較によるコンパクトシティ性の考察」というテーマで研究を行っています。

ゼミの先行研究で⵳✚されたデーࢱをもとに、私の地理的理ゎのある秋田市と໭秋田市、コンパクトシティの

先進都市として高い評価をཷけているᐩᒣ市の３都市のコンパクトシティ性の評価を行い、現段階でのコンパ

クトシティ性にᑐする都市計画方㔪のጇ当性

と今後の展望➼について考ᐹすることを目的

としています。

　また、ᑐ象都市の現地調ᰝを行いましたが

中でも小ᓥさんとඹに8月2�日㹼28日にかけて

行ったᐩᒣ市調ᰝは、数್だけでは知ること

のできないᣐ点の現状を実感として理ゎする

ことが出来ました。

日本建築学会全国大会 in 広島

　8月2�日・2�日に、日本建築学会主ദの「グローバル化人ᮦ⫱成プログラム『世界で建築をつくるぞ！－グロ

ーバルな建築デザイン・マネジメント・エンジニアリ

ング分野への入門』」に参加してきました。プログラ

ムは、建築家の㝰研࿃先生など㸳名がㅮ₇し、ㅮᖌが

出㢟するㄢ㢟をもとに࣡ークショップ、成ᯝ発⾲、ㅮ

評を行うもので඲国から約�0名の学生が参加しました。

また、࣡ークショップでは学生は㸶⌜に分かれ、ྛ⌜

にᾏ外実務経験を持つメンࢱーが㸰名つき、指ᑟをい

ただきました。

　8月31日から�月3日に開ദされた日本建築学会඲国大会に参加してきました。

研究発⾲は、一⯡よりも発⾲・㉁疑時間が長く設定されている࢜ー࢞ナイࢬ

ドࢭッション（都市計画㒊門の「都市෌生の実㊶と集約ᆺ構㐀෌⦅に向けた

ㄢ㢟と方⟇」）で行い、活発な㆟論ができました。また、研究༠㆟会では、

コンパクトシティ᪋⟇の実᪋後の都市の空間像について考えさせられました。

表紙写真 「名護市庁舎」
象設計集団によって手がけられた沖縄県名護市庁舎は庁舎建築とは思えない意匠である一方で屋根は風通し
がよく、日差しも気持ちよく遮られ、環境的な配慮がいたる所に施されています。竣工から約40年経過し、
建替が考えられているため、沖縄県の世界遺産のひとつに登録されることを願っています。（田口 真也）

日本建築学会東北支部 in 由利本荘

　�月17日から18日の㸰日間にΏって、由利本荘市文化஺ὶ会館ࢲ࢝ーレにて

日本建築学会ᮾ໭ᨭ㒊研究発⾲会が開かれました。本学がおかれる由利本荘

市で行われた今回は本学から多くの先生方、学生が参加し、都市・地域計画

ゼミからはⲨ生、田口、小ᓥの３人が発⾲しました。研究における視野が拡

がるとともに、プレゼンテーションを෌考するⰋい機会となりました。

荒生竜也：栃木市嘉右衛門町周辺地区における歴史的景観形成に係る取組みの特徴に関する研究 

　　　　　　　−街並み環境整備事業と伝統的建造物群保存事業に取組む地区の類型的特徴と比較して−

田口真也：重要文化的景観区域における歴史的風致維持向上計画の運用実態に関する考察

 　　　　　　 −重複区域における行為規制と補助事業に着目して−

小島寛之：コンパクトシティ指標を用いた都市内の拠点数に関する研究

          　　−計画上の拠点と現状の拠点との峻別を通して−

M2　田口 真也

発表の様子 ワークショップチーム

対象の分析結果 JR 富山駅

発表の様子

発表の様子
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ᅩۃɁၐȩಒሊᅄᆩə

前ኪ⚍
　今年から、イベント前日から‽備や͆たんころりん͇の点ⅉ・ಖ⟶౫㢗を

行うための͆前ኪ⚍͇が開ദされました。実行ጤ員会の方ࠎとゼミの学生で

家ࠎにたんころりんの点ⅉ・ಖ⟶౫㢗をしてまわりました。

　この前ኪ⚍は、㌴が行き஺う▼⬥通りに͆たんころりん͇が並んでいる

ጼを見せることで、イベントへの期待を高めることが目的ですが、何分初め

てのことであり、͆たんころりん͇をಖ⟶౫㢗で␃まる結ᯝとなりました。

しかしながら、�ᇶほど⋡先して点ⅉしてくれました。

　このイベントは、▼⬥通りを一時的にṌ行者

ኳ国にし、ᾎ⾰を着てṌくことで೺ᗣ増進に⧅げ

ୟつ͆たんころりん͇をはじめとしたᬒ観₇出を

行うことでᬒ観にᑐする意識の㔊成を図ることを

目的としたイベントです。

　開ദ初年度の来場者数は2,000人ほどでしたが、

年ࠎ増加し、➨3回目の開ദとなる今年は3,000人

以上の人ࠎが▼⬥通りを楽しんでいました。

はじめに

ゼミ展示

祭り当日の石脇通り

射的（石脇消防団） 金魚すくい（地元企業）

イベントの
ポスター

←表面

↓裏面（マップ）

前日の準備風景

ゼミの集合写真

▼⬥ᾘ㜵ᅋによるᑕ的、秋田市の๭ↀかめΎや由利本荘市の

イࢱリア風レストランのリストランテ・クロがありました。

4

第 3 回となりました！ 



ᨵ修・整備進ᤖ

　当ゼミでは、本㒊会場にて「▼⬥ኟ期集中研究

の成ᯝ」として▼⬥通りの整備構想パネルをẖ回

展♧しています。

　今回は、展♧を見にこられたட田ᇛబ⸨ඵ十ඵ

⨾術館の主ᖍ参事の方からお手⣬を㡬きました。

日本展♧学会研究大会において、ி都ᒣ科地域の

㥐前周辺活性化事業の一環である「㝡ⅉ㊰事業」

のሗ࿌があったという⤂௓です。この事業は地域

とி都ᶲ大学のࢧ

テライト・ラ࣎ラ

トリーがඹ同して

取組んでいるとい

うことで、さっそ

く㹆㹎でチェック

したḟ➨です。

　３年前にᪧ都市アメ研にて、ᨵ修・整備像の提᱌を行

った⏫ᒇのᨵ修が、᫖年実際に行われました。また、‪

水᪋設の整備もබᚨἨ組合の手によって進み、▼⬥通り

のᨵ修・整備に進ᤖが見られጞめました。

実行ጤ員からのひとこと

ட田ᇛబ⸨ඵ十ඵ⨾術館から

　▼⬥ᾎ⾰⚍り実行ጤ員会のなかでも⟶理役である上⏫会長の▼ᓮ⚽㞝さんに取ᮦさせて㡬きました。▼ᓮさん

はこれまで３度の⚍りを通して「地域住民は自らᬮ⡘をだしてくれるようになった。大学生はẖ年、新しいもの

を提᱌してくれる。⚍りの㈶同者がྛࠎでやれることをやっており、発展というより進化している。」と評価し

ていました。また、これからの⚍りについて「ㄢ㢟はḟからḟへと必ず出てくるが、進化してい

くことを期待しながらヨ行㘒ㄗの中でやっていくだけ。来ᐈする方はṇ面的なุ᩿で構わないが、

⿬方はよりよくするために௙᥃けをとどめることなく、パフ࢛ーマンスをᒆけていかなければな

らない。」とᢪ負をㄒってくださりました。 （上町会長：石崎 秀雄さん）

新しいヨみ

　イベントの初回と2回目のṔྐ的街並みの残る▼⬥通りの「ⅉり」による

空間₇出は、主に実行ጤ員会の手によって実᪋されてきました。これまで

も᫇から伝わる家ࠎの行ⅉやᬮ⡘のᥖ出といった地域の༠ຊもありました

が、➨3回目となる今回、Ꮀしいことに新しいバージョンの「ⅉり」がⓏ場

しました。

　ひとつは、ἢ㐨住民が࣌ット࣎トルに直᥋文様を描いて家の前に並べたも

のです。もうひとつは、ዪ子中学生３人が手提げ提ⅉをイベントに持ち㎸ん

だことです。ഐからみれば大したことではないかもしれませんが、初回の

立ち上げから関わっている私たちにとっては、大変Ꮀしいものでした。こ

うした自発的な行Ⅽが少しずつ広がっていけば、確実に「参加者で創りあ

げる▼⬥イベント」に発展していくことでしょう。

　大学のࢧークル「秋田学生まちづくりᅋ体」も、ὶしうどんの企画を実᪋

してくれました。

公徳泉（改修前） 公徳泉（改修後）

田屋（改修前） 田屋（改修後）

京都橘大学 HP より

手提げ提灯

ペットボトルの活用
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ᖹ成 2� 年度　建築学研修　　　　　   

つくばエクスプレスの開通に伴うつくば駅周辺の土地利用と

人口数の変化の関係に関する考察　　　　　　　　　　　 　

　200� 年 8 月に開通したつくばエクスプレス �以下、7;� 開通前後

での人口と土地利⏝変化をみるため、終点㥐でⲈᇛ県つくば市にあ

るつくば㥐周辺の人口と土地利⏝変化を 1���,200�,201� 年の国ໃ調

ᰝとゼンリン地図ᖒからᢕᥱし、その関ಀの考ᐹを行った。

　以下が考ᐹとまとめである。

①TX 開通後、駅周辺では駐車場の整備も進んだことが分かった。

②業務・商業施設の数は、TX 開通前から開通年にかけて増加しているが、その後 10 年は減少した。

③戸建住宅・業務商業施設が増加している町丁字では、それに伴って人口も増加していた。

　今後は新市街地がᙧ成しつつある、同市の研究学ᅬ㥐と開発㏵上である万博グ念බᅬ㥐の周辺についての

調ᰝを同様に行い、ྛ㥐の人口と土地利⏝の関ಀを分ᯒ・考ᐹする。

若者参入が朝市にもたらす影響の基礎的調査・考察

-秋田県のごじょうめ朝市 plus＋に着目して -　　　　　　　  

　本研修では、若者参入によるᮅ市の存続・発展の᳨ウに向け、若者の

参入が見られるᮅ市を調ᰝし、若者参入がᮅ市にもたらす影㡪のᇶ♏的

考ᐹを目的とした。

　秋田県内のᮅ市 2� ௳のうち、若者の出店が見られるᮅ市はࡈじょうめ

ᮅ市 SlXs�� 以下、ᮅ市プラス �の 1 ௳のみであった。そこで、本研修の

ᑐ象はᮅ市プラスとその母体である஬ᇛ目ᮅ市 �以下、定期ᮅ市 �とし、

調ᰝを進めた。本研修より、

①若者参入が見られる朝市は秋田県内で 1件のみ、

②移住者と町民の提案から朝市プラスは誕生し、出店者数、来場者数ともに定期朝市を大きく上回る、

③若者出店者は会社員や主婦など様々で、主に日用雑貨や体験型の商品を提供している、

④出店動機としては、趣味や交流が多数を占める、等を把握した。

　また、若者参入がᮅ市にもたらす影㡪として、ձ㈍኎ရ目の多様化ղ来場者数の増加ճイベントや広ሗ活動

の඘実、➼が考えられると結論づけた。

公営住宅の団地統廃合における物的変化と従前居住世帯の転居行動の基礎的調査・考察　

-東北６県を対象として -　　　　　　　　　　　　　　

　ᮾ໭ �県におけるබ営住宅のᅋ地統ᗫ合の事౛を調ᰝしᴫ要をᢕᥱするととも

に、特ᚩある事౛をᢳ出する。その後、最も大つᶍなᅋ地統ᗫ合において≀的変

化とᚑ前ᒃ住世帯の動向をヲ⣽分ᯒすることで、今後のබ営住宅のᅋ地統ᗫ合に

関するᇶ♏的考ᐹをヨみる。

　以下に、本研修より得られた調ᰝ結ᯝと考ᐹをグす。

①東北 6県の公営住宅の団地統廃合の事例

・公営住宅の団地統廃合は東北 6県すべてで確認でき、近年になって増えてきた

 ものである。

・管理戸数が少なくなることにより、合理的な運営管理が期待される。

②新屋住宅建替え事業

・建物が良質になったことに加え、共有地の整備により、団地内環境が向上した。

・現地建替えの際、転居を 2回行わなければならない世帯は転居率が低下する。

・転居距離が遠くなるほど、居住世帯の転居距離が下がる。

年 年 年

᫓日

࿃ጔ

࿃ጔ

࿃ጔ 3

࿃ጔ 4

ᮾ新஭

事業後の住棟配置

平均出店者数と来場者数推移（2016 年）

つくば駅周辺の人口数

事業前の住棟配置

6

B4　西田 昂平

B4　戸嶋 大輔

B4　桂 大志

（都市・地域計画ゼミ）
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＊新任の先生紹介＊ ３年生紹介

◆  都市・建築計画学研究グループの他の研修一覧  ◆

　今年から特任助教として、本学に着任した尹

荘植（ゆんじゃんしく）と申します。私は、2002 年

に横浜国立大学建設学科に入学 、2008 年に同

大学大学院（Y-GSA）を修了した後、兵役のため

に韓国の建築設計事務所で３年間働きました。

その後、建築単体だけではなく、より都市的な

視点から専門性を高めたいと思い、同大学大学

院の都市計画研究室で博士学位を取得しました。

博士論文は日本の地区まちづくりの経験を踏ま

えた新しい都市計画制度の方向に関する研究で

あり、引き続き地区レベルにおける地域主体の

計画・マネジメントについて研究を進めており

ます。

　これまで、韓国の水原市（人口 120 万人）と

横浜市（人口 373 万人）のような大都市で住み

人口約 8万の由利本荘市での生活にはギャップ

を感じます。しかし、それを逆に、人口減少の

最前線で研究できる機会と捉えて、楽しみなが

ら研究に取り組んでおります。

今後とも宜しくお願い申し上げ
ます。

指導教員：浅野 耕一  准教授
　大森彩世　　郊外住宅団地のコミュニティの継続性に対する一考察

　小倉理也　　住宅の環境性能評価ツールの連動を目的とした熱収支計算プログラムの構成に関する基礎的な学習と検討

　斉藤鉄郎　　子育て支援政策の成果との比較による「子どもにやさしいまち」指標に対する一考察

指導教員：苅谷 哲朗  教授
　葛西琴乃　　広域連携に取り組む地域施設の実態と課題

　土井美春　　災害時における応急借り上げ住宅制度の整備に関する現状調査

　野原あかり　秋田県における民間企業の廃校利用に関する実態調査

指導教員：込山 敦司  准教授
　小川諒介　　ガラスに隔てられた空間に置かれた物体の色彩が認知に与える影響

　佐々木椿　　秋田駅コンコースの木質改修による待合室の印象に関する研究

　丸藻春菜　　湧き水のある親水空間の空間構成に関する研究

　矢口公大　　開放的な敷地の住宅における眺望と開口部デザインの関係

1 2 3

名前
出身

好物

4
ひとこと

１. 高橋  瑞（たかはし  みずき）
２. 岩手県盛岡市
３. 豆腐 , グミ , ピザ
４. よく食べ、よく笑い、よく学びます。

１. 千葉  春樹（ちば  はるき）
２. 宮城県宮城郡七ヶ浜町
３. 焼き肉 , キムチ , すき焼き
４. どっかの焼肉屋の店員だよ～ん。

１. 中嶋  洸太（なかじま  こうた）
２. 秋田県北秋田市
３.ポップコーン（キャラメル味）, ガム（ミント味）
４. 何事も楽しくいきますよ。

１. 八島  咲子（やしま  さきこ）
２. 宮城県大崎市
３. 牛乳プリン , ラーメン
４. 三度の飯より飯が好き。尹　荘植（ゆん　じゃんしく）

都市・建築計画学研究グループ



OB・OGの皆さんへ
ゼミ生からのお願いです。ぜひぜひ、OB・OGのコメントへご協力お願いします。連絡は山口まで。

< OB introduction corner >

䚷ⓙᵝ䚸䛣䜣に䛱は。䠓ᮇ⏕のబ⸨ᫀᏹと⏦します。

䚷௒回は㈗㔜なᶵ఍䜢㡬䛝ましたので䚸Ꮫ⏕のⓙᵝに♫఍ேにな䛳䛶ឤ䛨た䛣と䜢ఏ

䛘ら䜜䜜䜀とᛮ䛔ます。

䚷⚾は⌧ᅾ䚸ᘓタ఍♫に䛶⌧ሙの᪋ᕤ⟶⌮䜢し䛶䛔ます。୺な௙஦の内ᐜとし䛶は䚸

⌧ሙのᕤ⛬䞉ண⟬䞉Ᏻ඲䞉ရ㉁䞉⎔ቃ䜢⟶⌮す䜛た䜑に䚸ᕤ஦ィ⏬ᅗ䜔ᕤ⛬⾲➼䜢〇

సし䚸⫋ேの᪉䛜ᘓ⠏≀䜢ၥ㢟な䛟㐀䛳䛶䛔け䜛ようにし䛶䛔ます。䠔ᖺ┠の୰ሀ♫ဨ

とし䛶䚸௒では⮬ศの᭩䛔たᕤ⛬䛜⌧ሙの㐍ᤖに┤⤖し䚸⮬ศのィ⏬した䜒の䛜⌧ᐇ

とな䜛た䜑䚸䜔り䛜䛔䜢ឤ䛨䚸㠀ᖖにᴦし䛟௙஦䜢䛥䛫䛶㡬䛔䛶䛔ます。

䚷♫఍ேになりឤ䛨䜛䛣とは䚸「⮬ศで䜔り䛝䜛ពᚿ䜢ᣢ䛳䛶䛔䜛かどうか」䛜㔜せ䛰と䛔

う䛣とです。䝀ー䝔のゝⴥに「⮬ศ୍ேで▼䜢ᣢ䛱ୖ䛢䜛Ẽ䛜なか䛳たら䚸஧ேで䜒ᣢ

䛱ୖ䛜らな䛔」と䛔うゝⴥ䛜䛒ります䛜䚸ᮏᙜに䛭の㏻りで䚸䛣のពᚿ䛜䛒䜛ேは䚸⮬ศ

でま䛪は䜔䜝うとす䜛ので᭱ึのう䛱はኻᩋ䜒します䛜䚸䛭䛣でከ䛟の஦䜢Ꮫ䜃ᡂ㛗し

ます。また䚸࿘り䜢䝣䜷䝻ーしな䛔と௙஦はᡂ❧しな䛔䛣と䛜ከ䛔ので䚸㛵㐃す䜛௙஦䜒

ぢ䜛ようになりど㔝䛜ᗈ䛜ります。䛥らには䚸࿘り䜢䝣䜷䝻ーし䛶䛔䜛と䚸࿘り䛜⮬ศの䛣

と䜢䝣䜷䝻ーし䛶䛟䜜䜛⎔ቃ䛜で䛝䚸䝏ー䝮䝽ー䜽䛜⏕ま䜜ます。

䚷≉に⚾の௙஦では୍䛴の⌧ሙ䛜⤊䜟䜛とḟの⌧ሙで新し䛔䝯䞁䝞ーにධ䜜᭰䜟䜛

ので䛭の✵Ẽの㐪䛔䜢⫙でឤ䛨ます。௒は⤌⧊䜢どのようにస䜛か䜢⪃䛘䜛❧ሙにな

䛳䛶䛝䛶䛔䜛ので䚸⮬ศ䛜どのように࿘りにᑐし䛶䛭のാ䛝かけ䜢し䛶䛔け䜛かᐇ㊶し

䛶䛔䜛ẁ㝵です。

䚷኱Ꮫでは䚸研究䜔ᑵ⫋άືなど⮬ศ䛜୺体ⓗに䜔り䛝らな䛔とで䛝な䛔䝝ー䝗ル䛜

ከ䛟䛒ります䛜䚸䛭䜜䜢䜔り䛝䜛䛣とに㞟୰し䛶䜏䛶䛟䛰䛥䛔。䛭うす䜜䜀䚸♫఍ேにな䛳

䛶䜒䚸䛔䛟らで䜒ᡂ㛗し⥆け䜛䛣と䛜で䛝䚸࿘りの⎔ቃ䜒変䛘ら䜜䜛とᛮ䛔ます。

䚷᭱ᚋに⚾஦では䛒ります䛜䚸おととしに⤖፧し䚸ཤᖺᏊ౪䜢ᤵかり䚸௙஦䜒ᴦし䛟ᖾ䛫

な⏕ά䜢㏦ら䛫䛶㡬䛔䛶䛔ます。た䛰䚸⮬ศ䛰けでな䛟࿘りに䛔䜛ே䜒ᖾ䛫なே䛜ከ䛔

ようにឤ䛨ます。⮬ศ䛜ᖾ䛫にな䜛た䜑には䚸ま䛪は࿘りのே䜢どうᖾ䛫にで䛝䜛か䜢

⪃䛘䛶䜏䛶䛟䛰䛥䛔。䛭うす䜜䜀䛔䛴の㛫にか⮬ศ䜒ᖾ䛫にな䛳䛶䛔䜛とᛮ䛔ます。

ⓙᵝの௒ᚋのごά㌍䜢ᮇᚅし䛶䛔ます。䚷

写真コンテスト
　　　　　　　  佳作々品

䠎䠌䠍䠑ᖺに㛤㤋した䚸」合᪋タ㼀㻻㼅A㻹A䜻䝷䝸。㝰研࿃

ඛ⏕によ䜛タィで䚸┴⏘ᮦによ䜛⩚ᯈ䜢౑䛳たゎᨺⓗな

྿䛝ᢤけᵓ㐀䛜㨩ຊです。䚷

現場の様子

佐藤さん

第７期卒業生
（株）竹中工務店  東京本店

　佐藤 昌宏

URPS 編集部
〒015-0055

秋田県由利本荘市土谷字海老ノ口 84-4

秋田県立大学システム科学技術学部建築環境システム学科

☎：0184-27-2053　　　　: yamaguchi-k@akita-pu.ac.jp

担当　山口　邦雄

　今回の N.L.18 号の作成に際し、ご協力頂いた皆様に感謝申し上げます。また、先生方や先輩方にも

校閲やご指導を頂き、大変お世話になりました。

　さて、今回の N.L.18 号からは、山口先生からご案内があった通り、表題を「UAEL」から「URPS」

へと変更いたしました。表題は変わりましたが、都市・地域計画ゼミが旧都市アメニティ工学研究室

の活動を引き継ぐ形で、以前と同様、建築学科や計画学講座の近況を報告し、皆様に愛される N.L. の

編集に励んでいきます。

　これからも、N.L. のご愛読のほど、よろしくお願いいたします。

＜2017.10.13　NL 編集部＞　　　桂 大志　西田 昂平　田口 真也　山口 邦雄

၂集ষࡥ

ⓑᕝ㒓に䛒䜛合ᤸ㐀り㞟ⴠ䜢ゼ䜜ました。ᛴᩳ㠃のᒇ᰿

䜢䜒䛴ᐙᒇ䛜㞟まり䚸㐃⥆ⓗな㢼ᬒ䜢⧊りなし䛶䛔ます。䚷

ᗈᓥ┴のᑿ㐨ᮏ㏻りၟᗑ⾤です。おし䜓䜜なおᗑから䚸

᠜かし䛔おᗑまで䚸約㻠㻜㻜ᗑ⯒䛜㌺䜢㐃䛽ます。Ṍ䛟䛰け

でᴦし䛔䚸㨩ຊⓗなၟᗑ⾤です。䚷

㔠ἑᕷ∦⏫の୍ゅに䛒䜛㔠ἑ୰ኸ࿡㣗⾤は᫛࿴㢼᝟䜢

ṧす୍ᒙᒇྎ䛜❧䛱୪䜃䚸㧗ᒙᘓ≀䛜ᐦ㞟す䜛⦾⳹⾤

のなかで␗ᙬ䜢ᨺ䛳䛶䛔ます。

᧜ᙳ䠖ඵᓥဏᏊ㻔㻮㻟㻕

䛂ⓑᕝ㒓䛃

ᒱ㜧┴኱㔝㒆ⓑᕝᮧ

䛂ᑿ㐨ᮏ通䜚ၟᗑ街䛃

ᗈᓥ┴ᑿ㐨ᕷ

᧜ᙳ䠖㧗ᶫ⍞㻔㻮㻟㻕

᧜ᙳ䠖ᑠᓥᐶஅ㻔㻹㻝㻕

䛂㼀㻻㼅㻭㻹㻭䜻䝷䝸䛃

ᐩᒣ┴ᐩᒣᕷ

䛂㔠ἑ୰ኸ࿡㣗街䛃

▼ᕝ┴㔠ἑᕷ

本誌表紙を飾る写真は都市・地域計画ゼミ内で「写真
コンテスト」を開催して決定しています。今回は選ば
れなかった上位4点を以下に掲載させて頂きます。

᧜ᙳ䠖⏣ཱྀ┿ஓ㻔㻹㻞㻕
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